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こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生

活
を
充
実
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
て
も
ら
お
う
と
新
入

生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
23

〜
25
日
、
箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
で
行
わ
れ
た
。
参
加
し

た
新
入
生
は
、
先
輩
の
体
験

談
を
聞
い
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ

り
し
て
、
大
学
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
準
備
を
進
め

た
。

　
新
入
生
16
人
、
引
率
学
生

９
人
、教
職
員
８
人
が
参
加
。

自
己
紹
介
で
打
ち
解
け
た

後
、
２
年
次
以
上
の
引
率
学

生
が
履
修
や
大
学
生
活
、
サ

ー
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。「
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
よ
う
に
し
よ
う
」
な
ど
と

具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　
２
日
目
は
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
そ

の
体
験
を
も
と
に
、
５
班
に

分
か
れ
て
改
善
点
や
新
企
画

な
ど
を
考
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
大
学
生

活
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
だ

と
分
か
っ
た
」「
少
し
不
安

だ
っ
た
け
れ
ど
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
期
待
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
国
内
外
の
企
業
や
団
体
、

大
学
な
ど
が
環
境
技
術
を
発

信
す
る
「
川
崎
国
際
環
境
技

術
展
」（
２
月
18
、
19
日
、

川
崎
市
中
原
区
と
ど
ろ
き
ア

リ
ー
ナ
）
に
本
学
の
情
報
科

学
研
究
所
（
関
根
純
所
長
）

が
出
展
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
と
文
学
部
の
研
究
室

が
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活

用
し
た
成
果
を
発
表
し
た
。

　
綿
貫
理
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
３
年
次
生
８

人
（
ネ
ッ
ト
情

報
）
は
、
仮
想

現
実
（
Ｖ
Ｒ
）

の
世
界
を
疾
走

す
る
人
力
発
電

自
転
車
を
展
示

し
た
。
ゴ
ー
グ
ル
の
よ
う
な

装
置
を
目
元
に
装
着
す
る
と

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
面
の
原

っ
ぱ
が
眼
前
に
広
が
り
、
木

や
柵
を
よ
け
よ
う
と
ハ
ン
ド

ル
を
持
つ
手
や
ペ
ダ
ル
を
こ

ぐ
脚
に
力
が
入
る
。
２
０
１

０
年
か
ら
開
発
を
続
け
る
綿

貫
研
究
室
の
人
力
発
電
自
転

車
に
、
新
た
に
Ｖ
Ｒ
の
シ
ス

テ
ム
を
加
え
た
画
期
的
な
も

の
。

　
子
ど
も
の
体
力
向
上
が
開

発
の
ね
ら
い
。「
楽
し
ん
で

運
動
で
き
る
ゲ
ー
ム
性
に
重

点
を
置
い
た
」
と
代
表
の
柴

崎
凜
大
さ
ん
は
話
す
。
川
崎

商
工
会
議
所
会
頭
の
山
田
長

満
氏
を
は
じ
め
、
海
外
の
若

い
出
展
者
な
ど
が
試
乗
し

「
自
転
車
で
走
る
感
覚
そ
の

も
の
」「
リ
ア
ル
で
乗
り
物

酔
い
を
し
そ
う
」
と
歓
声
が

上
が
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
来

場
者
の
声
か
ら
「
発
電
し
た

電
気
を
有
益
に
使
う
仕
組
み

が
必
要
」と
課
題
を
挙
げ
た
。

　「
電
子
書
籍
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
、
中
途
失
明
者
や
難
読
症

の
人
に
便
利
な
「
音
声
コ
ー

ド
」
の
普
及
に
努
め
る
文
学

部
人
文
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
の
植
村
八
潮
・
野
口
武
悟

研
究
室
は
、
植
村
ゼ
ミ
の
高

橋
幸
宏
さ
ん
（
４
）
が
普
及

の
現
状
と
課
題
を
発
表
し

た
。
読
み
上
げ
装
置
に
か
ざ

す
と
文
字
情
報
を
音
声
で
聞

き
取
れ
る
音
声
コ
ー
ド
は
、

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

担
う
。
高
橋
さ
ん
は
官
庁
発

行
の
音
声
コ
ー
ド
が
採
用
さ

れ
た
印
刷
文
書
１
７
２
点
を

入
手
、
作
成
ル
ー
ル
が
守
ら

特
別
賞
１
人 

優
秀
賞
14
人

 

 
経
営
学
部
長
賞

　
学
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で

活
躍
し
た
学
生
を
た
た
え
る

経
営
学
部
の
学
部
長
表
彰
式

が
３
月
18
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、
特
別
賞
１

人
と
優
秀
賞
14
人
に
馬
塲
杉

夫
学
部
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
特
別
賞
の
福
井
瑞
来
さ
ん

は
、
故
郷
の
下
呂
温
泉
（
岐

阜
県
）
の
振
興
策
を
考
察
し

た
研
究
論
文
が
日
本
温
泉
地

域
学
会
の
論
文
誌
に
掲
載

さ
れ
た
（
本
紙
２
月
号
既

報
）。
都
内
の
Ｐ
Ｒ
会
社
に

就
職
し
、
ゼ
ミ
で

身
に
つ
け
た
企
画

力
や
行
動
力
を
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

仕
事
に
生
か
す
。

　
優
秀
賞
の
清
水

陽
平
さ
ん
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
認

定
す
る
国
家
資
格

「
応
用
情
報
技
術

者
試
験
」
に
合
格

し
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術

や
企
業
活
動
に
つ

い
て
の
深
い
知
識
が
必
要
と

さ
れ
、
合
格
率
は
約
20
％
。

基
本
情
報
技
術
者
試
験
の
合

中
期
留
学
生
６
人

　
２
０
１
６
年
度
の
中
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
期
）
に

６
人
が
決
ま
っ
た
。
米
オ
レ

ゴ
ン
大
学
に
は
３
月
25
日
か

ら
８
月
29
日
ま
で
３
人
、
豪

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
に
は
４

月
１
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で

３
人
が
留
学
す
る
。

　
留
学
先
と
氏
名
、
学
部
学

年
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
▽
新
藤
純

（
経
済
３
）
▽
浅
見
栞
那

（
文
３
）
▽
後
藤
有
紀
（
文

３
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
▽
門

導
彦
（
経
済
２
）
▽
今
泉
宏

太
（
法
３
）
▽
高
野
未
優

（
商
３
）

格
を
目
指
す
大
曽
根
匡
ゼ
ミ

に
入
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に

猛
勉
強
し
、
１
年
で「
基
本
」

「
応
用
」の
２
つ
の
試
験
を
突

破
し
た
。「
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
貧
困
格
差
の
解
消

に
つ
な
が
る
仕
事
を
し
た

い
」
と
話
す
。

　
表
彰
式
に
先
立
っ
て
開
か

れ
た
茶
話
会
で
は
、
馬
塲
学

部
長
と
矢
澤
清
明
教
授
が
受

賞
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
表

彰
時
の
学
年
、
ゼ
ミ
、
所
属

ク
ラ
ブ
な
ど
）

【
学
部
長
特
別
賞
】
▽
福
井

瑞
来（
４
・
森
本
祥
一
ゼ
ミ
）

【
学
部
長
優
秀
賞
】
▽
石
橋

ち
あ
き
、
斉
藤
真
由
、
浮
谷

康
介
、
後
嵩
西
倭
（
以
上
４

・
間
嶋
崇
ゼ
ミ
）

第
12
回

神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
▽
清
水

陽
平
（
３
・
大
曽
根
匡
ゼ

ミ
）

応
用
情
報
技
術
者
試

験
合
格
▽
重
野
雄
一
郎
、
時

本
亮
、
渡
辺
和
哉
（
以
上
４

・
野
球
部
）
▽
高
山
佳
小
里

（
４
・
ゴ
ル
フ
部
）
▽
石
川

謙
太
郎
（
４
・
ス
キ
ー
部
）

▽
藤
中
謙
也
（
４
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
）
▽
近
藤
太
郎
、

土
屋
良
輔
（
以
上
３
・
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
）
▽
郡
山

北
斗
（
１
・
卓
球
部
）

大学生活のヒント学んで

◀
　
表
彰
さ
れ
る
土
屋
さ
ん
（
右
）

▲
　
先
輩
の
体
験
を
聞
く

新
入
生
ら

▼　優勝を喜ぶ大関さん

新入生歓迎
　セミナー囲

碁
の
大
関
さ
ん(

商
２)

快
進
撃

世
界
学
生
王
座
戦
Ｖ
／
プ
ロ
か
ら
金
星

　
学
生
囲
碁
の
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
決
め
る
第
14
回
世

界
学
生
囲
碁
王
座
戦
（
日
本

経
済
新
聞
社
主
催
）
が
２
月

23
、
24
の
両
日
、
東
京
都
銀

座
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
、
大
関
稔

さ
ん
（
商
２
）
が
優
勝
し

た
。
日
本
勢
の
優
勝
は
10
年

ぶ
り
２
回
目
。

　
大
会
に
は
中
国
、
台
湾
、

韓
国
、
米
国
な
ど
世
界
12
カ

国
・
地
域
か
ら
16
人
が
参

加
。
大
関
さ
ん
は
４
戦
全
勝

し
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

た
。「
試
合
前
は
緊
張
し
た

が
、
一
戦
ご
と
に
波
に
乗

り
、
楽
し
ん
で
碁
を
打
て

た
」
と
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表

情
で
語
っ
た
。

　
大
関
さ
ん
は
昨
年
、
学
生

三
大
タ
イ
ト
ル
の
全
日
本
学

生
囲
碁
十
傑
戦
（
朝
日
新
聞

社
主
催
）
と
全
日
本
学
生
囲

碁
王
座
戦
（
日
本
経
済
新
聞

社
主
催
）
に
優
勝
し
て
二
冠

を
獲
得
。
11
月
の
「
十
傑

戦
」
以
来
公
式
戦
無
敗
が
続

い
た
。
２
月
に
行
わ
れ
た
ア

マ
が
ハ
ン
デ
ィ
な
し
の
対
等

の
立
場
で
プ
ロ
に
挑
む
「
阿

含
・
桐
山
杯
第
23
期
全
日
本

早
碁
オ
ー
プ
ン
戦
」
で
は
、

元
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
ト

ッ
プ
棋
士
、
王
立
誠
九
段
を

破
る
な
ど
プ
ロ
か
ら
３
勝
を

挙
げ
、
絶
好
調
だ
。

　
次
の
目
標
は
、
残
る
学
生

三
大
タ
イ
ト
ル
の
全
日
本
学

生
本
因
坊
決
定
戦
（
毎
日
新

聞
社
主
催
）。
昨
年
は
惜
し

く
も
準
優
勝
だ
っ
た
。「
今

年
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
意
欲
を
燃
や
す
。

▶
　
情
報
科
学
研
究
所
の
学
生
・
教
員

ら
と
山
田
会
頭（
右
か
ら
４
人
目
）

▶
　
Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
ゴ
ー
グ

ル
を
着
用
し
て
人
力
発
電

自
転
車
に
試
乗
す
る

人
力
発
電
自
転
車
人
気

　
　
川
崎
国
際
環
境
技
術
展
　
　

▲
　
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
と
中
期
留
学
生

３
月
11
日

　外国語学習法の一つに「多読」が挙

げられます。たくさん外国語を読め

ば、トレーニングになるというのは自

明です。ですが、外国語をたくさん読

むのは骨が折れることでしょう。「内

容がわからなくて

も眺めているだけ

でよいのか？」「わからない単語や表

現は調べるべきか？」など、さまざま

な疑問や不安を持つことにもなると思

います。

　一般的には「多読」をする際には、

「辞書を引かなくても理解できる程度

の教材を使用する」ことが望ましいと

されています（そもそも、辞書をいち

いち引いていたら「多量」に読めませ

ん）。ですが、それらの教材を探すの

は結構大変ですし、第一、それが自分

の読みたい本なのか、という問題が出

てきます。

　そこで、「日本語の対訳」で理解を

補いながら、外国語に多量に触れるた

めの「多読」をすることを一つのトレ

ーニング方法として提案したいと思い

ます。限られた時間の中で、できるだ

けたくさんの外国語の表現に触れるこ

とを目指します。そのためには、日本

語で理解を補ってしまうのが効果的で

す。一文一文をじっく

りと理解していくので

はなく、ある程度の理解に基づいて、

外国語の表現にどんどん触れる。たく

さん触れるので、さまざまな表現にな

じんでいくことができます。

　読書を楽しむことが大事なので、自

分が楽しく読めるものを読みましょ

う。面白い本をたくさん読んで、外国

語の勉強になるのであれば、お得だと

思いませんか。ＣＡＬＬ自習室のライ

ブラリーの活用をお勧めします。

※短縮版。全文はＣＡＬＬ研究室ホー

ムページで。
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対訳多読のすすめ

英語

◀
　
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
自
習
室
蔵
書

の
対
訳
本

れ
て
い
る
か
検
証
し
た
。

　「
自
治
体
に
よ
っ
て
使
い

勝
手
の
良
さ
に
か
な
り
差
が

あ
る
。
新
た
な
視
点
で
普
及

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
」と
高
橋
さ
ん
。来
場
者
に

音
声
コ
ー
ド
の
機
能
の
説
明

や
読
み
上
げ
装
置
の
実
演
を

行
っ
た
。（
学
年
は
開
催
時
）

バ

ー

チ
ャ
ル




